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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 お散歩にぴった
りの爽やかな季
節！ですが、晴れ
た日は気温も上が
ります。暑さ対策
や、紫外線対策も
お忘れなく。 

《昨年の様子》 

 『『『花花花菖菖菖蒲蒲蒲ををを楽楽楽しししむむむ』』』期期期間間間：：：６６６月月月４４４日日日(((土土土)))～～～６６６月月月１１１９９９日日日(((日日日)))   

小石川後楽園『花菖蒲を楽しむ』 
期間：６月４日(土)～６月１９日(日) 

   ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

内容：期間中は、ハナショウブを間近でご覧頂け

るよう、菖蒲田の脇に木道を設置します。また、

特別ガイドツアー「花菖蒲めぐり」は、講師に植

物研究家の上田良就氏をお迎えし、６月５日(日)、

１２日(日)の１０時、１３時(各回約５０分・荒天

中止)に行います(参加費無料(入園料別途)・各回当

日先着２０名)。さらに、庭園ガイドボランティア

さんによる庭園ガイドツアーや、水戸黄門などの

衣裳を着て写真撮影が出来る記念撮影コーナーも

ございます。詳しくはホームページ、チラシなど

でご案内をしています。 

 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その○24  

【瘞鷂碑(えいようひ)】 

 瘞鷂碑に向かって左隣に

ある“イスノキ”に「実」が

なっています。左の写真は、

５月上旬に撮影、南国のフル

ーツにも似ていて、とても美

味しそうに見えます。 

 “こんなに白いのは初めて

見たよ”当園のベテラン庭園

ボランティアガイドさんも 

 

 

 ゴールデンウィークも終わり、大きくなった梅の

実、日ごとに色濃くなる木々の葉など、園内には初夏

の香りが満ちています。大泉水を渡る風も、この季節

は一段と爽やかです。 

 さて、小石川後楽園の初夏といえば花菖蒲(ハナショ

ウブ)、園内奥の菖蒲田に植えられた６６０株が、そろ

そろ開花を迎える頃になりました(開花状況はホーム

ページ、ツイッター、お電話等でご案内します)。 

 今年も下記の内容でイベントを開催します。江戸時

代から続く由緒ある日本庭園で、優美な初夏の風景を

お楽しみください。 
 

 園内奥、松原から内庭に向かう園路の途中、少し奥ま

った場所にある石碑は『瘞鷂碑』と呼ばれています。 

 普段あまり使わない二つの文字、「瘞(えい)」は“墓”、

「鷂(よう)」は“鷹”の意味があるそうです。 

 それでは、この石碑が建てられた理由は何でしょう？ 

 時代は水戸七代藩主治紀(はるとし)公まで遡ります。治

紀公は幕府から一羽の鷹を賜り、ことのほか寵愛したと伝

わります。治紀公が亡くなり、飼っていた鳥や獣などを山

林に放しましたが、鷹だけは幕府から下賜され、かつ治紀

公が特に可愛がったということで、飼い続けたものの、こ

の鷹も四年後には死んでしまいました。野に捨てるには忍

びなく、庭に埋めて、その理由を記すことにしたといわれ

ています。 

 「鷹の墓」、この石碑は、後の八代藩主斉脩(なりのぶ)

公によって建てられました。碑文には「文政己卯(きぼう)

年冬十月 齊脩」と刻まれています。これは文政二年、

1819 年のことです。 

 
興奮気味におっしゃるこの「実」、

じつはイスノキにアブラムシの

仲間が寄生して出来る“虫こぶ”。 

 日ごとに虫こぶの色が濃くな

り、右の写真のように、焦げ茶色

になります。 

 やがて、虫こぶの中にいた虫が

穴を開け飛び出します。空洞にな

った 
 

った虫こぶに、口を当てて吹くと「ひょうひょう」と鳴

るところから、この虫こぶは“ひょん”、イスノキは別名

を“ヒョンノキ”とも呼ばれます。 

 思いがけず〇〇〇、意外な〇〇〇という意味の「ひょ

んな〇〇〇」の“ひょん”は、この虫こぶに由来すると

の説もあります。 
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 また、ハナショウブが見頃を迎えるこれからの季

節、浜離宮恩賜庭園、清澄庭園、そして小石川後楽

園では『都立庭園 花菖蒲が結ぶ園むすび』と題し

て、それぞれ自慢の風景でお客様をお迎え致します。 

 さらに、清澄庭園『花菖蒲と遊ぶ』(6 月 11 日(土)

～6 月 19 日(日))のイベント期間中は、花菖蒲特別

ガイド「花菖蒲の楽しみ方」なども開催されます(詳

しくは清澄庭園 HP、チラシでご案内中)。 

 そろそろ雨の季節になりますが、ハナショウブは

アジサイ同様に雨が似合う花。しっとりと水分を貯

えて咲く姿は、きっと梅雨のジメジメした空気も忘

れさせてくれますよ。小さな旅“花菖蒲をハシゴす

る”粋な一日もいかがでしょうか？ 
 

 

 園内東京ドーム側にある内庭の池では、睡蓮(スイレン)が見頃

を迎えています。睡蓮は花期の長い花ですが、早寝早起きが大好

きで、午後になると、段々と花を閉じて眠りについてしまいます。

午前中の元気イッパイな姿を、ぜひ、ご覧くださいね。 

 


